
STEP 1 STEP 2 STEP 3

まずはこちらの動画で
簡単に 　　　  の良さを知ってください!!

測定時間
5分

予防歯科の推進にお困りはないですか？

よりスマートに、ますますパワフルに、
もっとスムーズにわかりやすく。

操作は簡単な3 STEP! !
測定開始5分で検査レポート印刷まで ! !

『細菌ずかん』を搭載！
患者さんの口腔内への意識、価値観に
大きくアプローチすることが可能となります。
 
治療やメインテナンスの継続によりお口や
全身の健康、感染症対策に大きく貢献できます。
 
セルフケアグッズの継続購入や
自費治療の増加に貢献します。

口腔内で見られる代表的な細菌等を
リストアップします。記載の文章を読
むだけで不慣れなスタッフもベテラ
ンのように患者さんへ説明可能!!

位相差顕微鏡システム

唾液検査用装置

　　　　　    (画像 ) ＋ 　　　   （数値）で患者さま自身の口腔内に
興味を持たせ、予防歯科推進のお手伝いをさせて頂きます。



神奈川県鎌倉市にて、『残存歯をできる限り保存できる診療を行いたい』という
理念のもと、予防歯科に特化した歯科医院の経営をされています。このたびは、
位相差顕微鏡システムPicoral（ピコラル：以下Picoral）と唾液検査用装置SillHa
（シルハ：以下SillHa）を活用した予防歯科についてご紹介していただきました。

鶴岡歯科医院
鶴岡 淳 先生
〈日本補綴歯科学会専門医〉

Picoral×SillHaの活用 3つのメリット
◆治療離脱の低下・メインテナンス率の向上
◆患者さんに最適なセルフケアグッズの提案
◆口腔内への価値観の上昇と自費率の増加

PicoralとSillHaを活用することで、口腔内への意識、価
値観に大きくアプローチすることが可能となります。結
果として、治療やメインテナンスの継続によりお口や全
身の健康に大きく貢献できます。また、セルフケアグッ
ズの継続購入や自費治療を選択される方が増加します。

予防歯科にとって、歯周病の定期管理を行い良好な口腔
内環境を維持することが大切です。まず患者さんに自身
の口腔内に意識を向けてもらうことが重要になため、分
かりやすく・インパクトのあるPicoralとSillHaが役立っ
ています。当院では、「お口の中のリスク検査」として
初診患者さんの8割以上が受診しています。

患者さん個々に必要な口腔ケアを提案することが、予防
歯科を推進するために重要な役割と考えています。

PicoralとSillHaを併用して活用する効果

PicoralとSillHaの活用について
それぞれ役割が異なり、併用することで冒頭のようなメ
リットがあります。
◆Picoral：サンプル動画と実際の患者さんの動画を一

緒に比較します。細菌の活動性と特に悪性
の強い、もしくは繁殖しやすい菌にポイン
トを絞って紹介しています。

◆SillHa：検査結果シートが出るので、一緒に確認
しながら、どのリスクが高いか今後のメイン
テナンス方針などを説明します。

▲Picoralによる
口腔内細菌の比較画面

▲SillHa結果シートの確認

スマートフォンからも
お問い合わせ可能です

診断の流れ


